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「しっとっと？国のお仕事～夏休み見学デー～」のお知らせ

九州農政局では、夏休みに、消費者の方々、特に子どもたちに、九州農政局及びその他熊本県内外にある国の機関
の仕事を知っていただくとともに親子のふれあいを深めていただくことを目的として、夏休み見学デーを開催します。
子ども向けの展示や体験型のメニューなど親子で参加しやすいイベントになっています。来場は自由です。皆様のご
参加をお待ちしています。

◇自由研究メニュー ※入場自由、参加無料
・桜の小枝ストラップ（もっくん）づくり
・クローバーなどの押し花でしおり作り
・的あてゲーム・NAROかるた
・持ち比べてみよう！！重い木 軽い木
・水質測定pHなど水質を調べてみよう
・水路の生きものの展示
・野菜や果物の糖度をはかってみよう！
・豆はこび・貝がら工作をやろう！
このほかにも自由研究メニューを用意しています。

◇体験メニュー ※事前申込みが必要です。

（申込方法）郵送又はＦＡＸ
（申込締切）平成30年7月20日（金曜日）
（申込先） 〒860-8527

熊本市西区春日2丁目10番1号
九州農政局消費・安全部消費生活課あて
FAX番号：096-211-9700
お問合わせ先：096-300-6122

◇九州農政局ホームページ「ようこそ消費者の部
屋へ」に詳しく掲載していますので、是非ご覧く
ださい。

(体験メニュー)
米粉を使ったグルテン
フリーのおやつ作り

(自由研究メニュー)
貝を使った壁かけ作
り

(自由研究メニュー)
桜の小枝のストラップ
作り

＜昨年のイベントの様子＞

九州 ようこそ消費者の部屋へ

ところ 熊本地方合同庁舎Ａ棟
熊本市西区春日2-10-1

楽しいイベントがいっぱい！ 自由研究、体験メニューにチャレンジ！
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ボクも行くモン！12:15～12:45

オープニングセレモニー

8/1 12:00～12:３０

地元の尺八奏者釼虚霧洞氏（くまも
と県民文化賞受賞）の演奏もありま
す。

・お金の使い方について考えてみよう!!
～みんなですごろくゲーム～

・たてものたんけんたい～合同庁舎見学ツアー～

おかげをもちまして、「作って学ぶ和食文化～
親子でみそづくり！～」、「熊本県産米粉を使っ
たDecoだんご作り」及び「米粉の料理体験～ラッ
プサンド、トライフルを作ろう！～」の体験メ
ニューは、定員に達しました。（7月13日現在）



（お問い合わせ先）
農林水産省九州農政局消費生活課 谷口
〒862-8527熊本市西区春日2-10-1
TEL 096-211-9111（代）内線4220 FAX 096-211-9700

お届け先の変更はお早め
にお知らせください！

平成30年6月23日（土）から24日（日）、大分市J:COMホルトホー
ル大分などにおいて、農林水産省、大分県、第13回食育推進全国大会実
行委員会の主催による「第13回食育推進大会inおおいた」が開催され、
多くの来場者（主催者発表33,500人）がありました。

九州農政局では、移動消費者を開設し、今年は明治元年（1868年）
から満150年の年にあたることから、明治期を振り返り、将来につなげ
ていくために、「明治期の食育、食文化」をパネルで紹介しました。

今後も機会を捉え移動消費者の部屋を開設し、農林水産行政や食に関
する情報の受発信等に取り組みます。

平成30年6月28日（木）、熊本地方合同庁舎Ａ棟会議室において、①「加工食品の新たな原料原
産地制度」、②「食品ロスの削減に向けて～食べ物に、もったいないをもういちど。～」をテーマに、
消費者団体等の皆様と意見交換会を開催し、熊本県内の10団体20名の方にご参加いただきました。
①では、平成29年9月1日から始まった、新たな加工食品の原料原産地表示制度の表示方法につい
て説明しました。また、クイズ形式による問題に挑戦していただき、学習を深めました。
②では、食品ロスの状況と課題について、さらに、誰でもできる食品ロス削減の取組事例などを紹
介しました。
参加者からは、「加工食品の原料原産地制度は、全体的に複雑になっているのでは？」、「表示は、
どういう体制で監視しているの？違反に対しての罰則はあるの？」、「もったいないを心がけ、食品
ロスの削減に取り組みたい」など多数のご質問、ご意見があり、高い関心を持っていただきました。

◆平成30年度第1回消費者団体等との意見交換会を開催しました◆

◆「第13回食育推進全国大会inおおいた」に移動消費者の部屋を
開設しました◆

◆バーベキューを楽しむ皆様へ◆

梅雨が明け、いよいよ夏本番を迎えます。ご家族やご友人とバーベキューを楽しむ方も多いの
ではないでしょうか。食中毒を起こす菌を食べ物にくっつけない・増やさない・やっつけることで、
バーベキューを安全に楽しみましょう！

今回の西日本豪雨により、被災された方々には心からお見舞い申し上げます。


